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論 文 内 容 要 旨 
「目的」バソヒビンファミリーは新規の血管新生制御因子で、バソヒビン 1(VASH1)は血管内皮






をコントロールとし、バソヒビン 1 ノックアウトマウス（VASH1(-/-)）、バソヒビン 2 ノックア
ウトマウス(VASH2(-/-))を対照群とした。同種のマウスと交配、腟栓を確認した朝を胎生 0.5 日






みとめた。マウスモデルの検討では、胎盤重量が胎生 18.5 日目に VASH2(-/-)で明らかに減少し
ていた。同時期の胎盤のラビリンスでは、VASH1(-/-)で胎児血管が増加し、VASH2(-/-)で胎児血
管が減少していた。電子顕微鏡の検討では、VASH2(-/-)では syncytiotrophoblast(SynT)-Ⅱ層の
細胞融合が障害されていた。そのため細胞融合に関与する遺伝子の発現を real-time PCR で確認
したところ、胎生 18.5 日目に VASH2(-/-)で SynB の発現のみが明らかに抑制されていた。次に、










合を制御する synB の発現が変動していたのに対し、BeWo 細胞を用いた検討では細胞融合促進
因子の Gcm1、Syncytin の発現は変わらず、その制御機構は従来の Gcm1-Syncytin 経路とは異
なる可能性もあり、今後解明が望まれる。 
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